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「特定領域研究W-PASS―発展期の真っ只中で」

 平成18年7月から5年間の特定領域研究プロジ
ェクトとして「海洋表層・大気下層間の物質
循環リンケージ」が始まり、平成20年4月から
は3年度目に入る。本領域研究は、西部北太平
洋を中心に大気と海洋の物質循環のリンケー
ジを、海洋表層と大気境界層を研究対象域と
して、物理、化学、生物、気象などの分野で
連携して取り組んでいる。W-PASS (Western 
Pacific Air-Sea interaction Study)という呼称やロ
ゴも関係分野の研究者間に定着してきた。
　平成19年度は、W-PASS関連の10の研究航海
や陸上での集中観測が行われた。沖縄で開催
されたシンポジウムや辺戸岬大気観測局への
視察にも多くの参加があり、大気科学と海洋
科学の研究者間の観測についての相互理解と
交流を図った。各研究項目を越え、外部から
の参加者も加わった4つのワークショップ（台
風、大気海洋長期変動と生物応答、海洋大気
陸上集中観測、渦相関法)が開催され、いずれ
も活発な議論が展開され、研究への新たな発
展を見た。11月には、埼玉の森林公園近くの研
修ホテルで全体会議を開催し、総括班と11の計
画研究班に加え、12の公募研究班が2年計画で
加わり、我々の領域研究に一層の幅と深み、
そして刺激を与えてくれている。
　平成20年度は、年度を越えて、4月中旬まで
の辺戸岬での1ヶ月を越える大気集中観測、7
月末から9月中旬にかけて大規模な白鳳丸
SOLAS/IMBER航海、11月からは「みらい」航 01
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行われる。5月には、マレーシアで開催された
IOC/WESTPAC（政府間海洋学委員会）国際シ
ンポジウムで、東アジア諸国の研究者に呼びか
け、共同研究計画や情報交換を中心としたワー
クショップを開いた。Deep Sea Researchの
SEEDS-II航海の特集号も最終の取纏めにかかっ
ている。こういった我々の活動に対して、南米
で展開するVOCALSプロジェクトや米国の大気
海洋研究グループから国際研究連携の呼掛けが
あり、積極的に取り組んで行く所存である。さ
らに、研究項目A03代表の武田重信准教授はか
ねてからSOLASのSSCメンバーとして活躍して
いたが、SOLASのChairがDouglas Wallace博士に
替わったのを機にVice chairに就任した。今後、
SOLASとW-PASSの強力なリエゾンとして活躍
することは疑いようがなく、さらに日本やアジ
アからの情報発信を強力に推し進めてくれると
確信している。
　平成20年度、計画研究班の研究代表者は、自
己評価報告書の提出（平成21年5月締切）が新
たに義務づけられ、9月には研究領域全体の中
間評価（ヒアリングによる評価）を受ける。そ
の評価結果を基に平成21年度からの二回目の公
募研究や計画研究の継続申請への募集を行う研
究構成の変更可能な年度でもある。W-PASS予
算の合計額内での交付額の変更しか認められな
いが、前向きに自己評価し、検討されることを
期待し、さらなる発展期を迎えたい。



　本研究計画におけるひとつの目標は、海洋物
質循環に注目した海洋生態系モデルの構築であ
る。そのベースとなるNEMUROは、気候変動と
小型浮魚類の資源変動を結びつけるために、
PICES/GLOBEC CCCCによって開発された海洋
生態系モデルである。動植物プランクトンの動
態は、窒素循環(一部ケイ素循環)を基本に構築
され、５グループの動植物プランクトンを予報
変数として取り扱っているが、それらを結びつ
ける過程は(複数グループの動植物プランクトン
を導入した世界の他のPFTs(Plankton Functional 
Types)モデルに比べ)シンプルなものである。リ
ン酸・炭素・鉄などの要素は組み込まれていな
いため、本研究計画では、物質循環の視点から
それらの要素についての明示的な表現を目指し
ている。
　2000年頃、全球炭素循環を取り扱っていた人
々が明示的に植物・動物プランクトンをそれぞ
れ１グループ表現した生態系(いわゆるNPZDモ
デル)を組み込み始めたものの、PFTsモデルはま
だ開発されていなかったため、海洋物質循環や
生態系モデルのイメージには、現在に比べ共通
性があった。しかし、その後、気候モデルと組
み合わせたものや、プランクトンのサイズ分布
を導入したもの、あるいは、PFTsモデルなどに
様々な方向へ分化しつつある。PFTsモデルは食
物連鎖というよりも物質循環に基づいて導入さ
れており、必ずしもどのようなグループを導入
すべきか共通認識を得てはいないのが現状であ
る。
　モデルの階層性を、時空間的な側面と生物化
学的な側面から考えてみる。ここで、時空間的
な側面は、取り扱う領域(室内実験・メソコズム
・定点観測・海域・全海洋)やそれに伴う時間解
像度や期間(瞬間・日変化・船上観測期間・定点
観測(季節内変化・年変化・数年期間)・長期デ
ータ観測期間(過去数十年間)・工業化～将来予
測(数百年間))、生物化学的な側面は、取り扱う
対象(栄養塩や動植物プランクトンの種類)やそ
れに伴う過程(例えば植物プランクトンの栄養塩
取り込み過程：ミカエリス・メンテンのような
経験式・Cell quotaを表現した定式化)が考えられ
る。
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「海洋物質循環＝生態系モデルの構築」
研究分担A04 山中康裕(北海道大学大学院地球環境科学研究院・准教授)

　海流による物質輸送は、環境の一部ととらえ
れば時空間的側面、生物化学過程との密接な関
係を持つととらえれば生物化学的側面に含める
ことも出来るだろう。高解像度全球領域で数多
くの対象や過程を取り扱う長時間積分ができる
モデルを構築することが究極的目的かもしれな
いが、それの道のりはとても長いものである。
本研究では、観測とタイアップすることが任務
の一つであるので、定点観測から海域スケール
の、数日から季節変化程度の時間スケールでの
物質循環＝生態系の相互作用に注目して研究を
進めていくつもりである。
　現在、本研究計画において、NEMUROで考慮
していなかった光合成の鉄制限の効果をモデル
に組み込む努力をしている。NEMUROでは
Mono-typeの栄養塩制限の定式化をしており、各
栄養塩のミカエリス・メンテン項のうち最も値
が低いによって光合成が決まっている。西部北
太平洋亜寒帯域の観測定点A７において、鉄の
役割を評価してみた(下図)。
　春季ブルーム末期のみ、ケイ酸塩によって光
合成が律速されていることが分かる。鉄制限を
導入した場合と導入したい場合を比較すると、
冬季からブルーム末期までのケイ酸塩や硝酸塩
の濃度は、似たようなものだが、夏季から秋季
に掛けてはだいぶ異なる結果を得られる。春季
ブルームに対しては鉄の効果は顕著ではないた
めに、Yamanaka et al. (2004)などで議論した内容
を改訂する必要はないが、季節変化を議論する
には鉄を導入すべきであろう。これまで、観測
されたケイ酸塩や硝酸塩の濃度を再現するよう
に、最大光合成速度パラメータの値をチューニ
ング出来てしまうために、鉄制限が必要かどう
かは、モデルの結果だけからは判断が出来なか
った。論理学の「オッカムの刃」に沿えば必要
かどうか分からないものは導入しないのが一つ
のモデル構築の立場だが、鉄濃度の観測結果(西
岡私信)を利用することで、鉄制限を入れられる
状況になったと考えている。観測とともにモデ
ルを構築することで、本研究計画を通じて、観
測に基づく過程をモデルに数多く導入できるこ
とを期待する。

図：A7における栄養塩制限の季節変化。(左)鉄制限を導入した場合と(右)しなかった場合。表層水
中の鉄・ケイ酸塩・硝酸塩濃度から計算したそれぞれのミカエリス・メンテン項　(緑点・赤点・青
点)の値。この項は濃度の単調増加関数であり、この図からおよその濃度を知ることができて、0.5
がそれぞれの半飽和定数の濃度に相当する。
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「大気エアロゾル約220万個(粒径150~800 nm)か
ら、サイズ・化学組成情報を合計250ギガバイ
ト」。これが沖縄辺戸岬で行ったW-PASS大気
集中観測(2008年3~4月)で、ATOFMSによって得
られたデータです。
　ATOFMS－エイトフマスと発音－とはAerosol 
Time-Of-Flight Mass Spectrometerの略で、レーザ
ーイオン化質量分析法を用いてエアロゾル１つ
１つのサイズ・化学組成を「その場」で測定す
る最新のエアロゾル化学分析装置です。従来の
フィルターを用いたバルク分析法では、サンプ
ルの捕集に半日から数日かかり、化学分析は研
究室に戻ってオフラインで行われてきました。
このATOFMSでは、大気エアロゾルの化学分析
が、その場でしかもリアルタイムで行えます。
　ATOFMSの強みは、やはり分析の早さと高感
度さでしょう。従来の走査型電子顕微鏡(SEM)
とエネルギー分散X線分光装置（EDX）を用い
たエアロゾルの個別化学分析では、1時間で分
析できるエアロゾルの個数はせいぜい100個、
しかも粒径は約500 nm以上。一方ATOFMSでは1
分間に最大約200個（1時間に換算すると約30万
個）、しかも高感度なレーザーイオン化質量分
析法のお陰で、粒径100 nm程度の微小なエアロ
ゾルの化学分析を行うことができます。加えて
得られる化学情報もFe, Al, Si, Na, K, Mg, Ca, Cl, 
Ba, P, V等の元素情報だけでなく、NO3

-, SO4
2-, 

PO4
3-という化学種の情報、また限定的ですが、

有機分子についての情報も得ることができます
（注：こう響きの良い点だけを羅列すると、全
てが測定できる完全無欠のエアロゾル化学分析
装置と思われるかもしれませんが、ここだけの
話、定量測定が苦手です）。
　この新兵器ATOFMSを沖縄・辺戸岬に持ち込
み、W-PASS大気集中観測に参加しました。中
国大陸や日本から放出されるエアロゾルの化学
組成やその混合状態、サイズ分布、それらの30
分毎の時間変化を調べることが目的です。
　たとえば、Fe成分がどのような化学種と混合
し、そのサイズ分布も含めてどのような時間変
化を示すのか－ダストエアロゾルのサイズ分布
と時系列変化－人為起源のエアロゾルが大気中
を長距離輸送される過程でどのような物理的・
化学的な変質を遂げているのか－等々です。

「沖縄集中観測の新戦力としてのATOFMS」
研究分担A01 古谷浩志　(東京大学海洋研究所・研究員)

新しい装置の常で、沖縄出発の直前まで満足に
動作しないATOFMSと悪戦格闘しておりました
が、その苦闘？の甲斐もあってか、辺戸岬では
大きな問題もなく220万個ものエアロゾルを測
定することができました。
　大気化学の立場から、今回のW-PASS辺戸岬
エアロゾル観測を見ると、ややルーチンワーク
的な感があります。しかし、これをW-PASS的
に「大気と海洋との物質循環、生物生産への影
響等」の観点から見ると、非常に興味深いもの
になります。なるほど、これが異分野の方々集
まるW-PASSプロジェクトの醍醐味の一つなの
ですね。
　まだまだ250GBのデータ解析の"下準備"を始
めたばかりで、今後、どんな面白い結果が現れ
てくるのか楽しみにしております。
　最後にこの場をお借りて、辺戸集中観測にご
協力いただいた皆様に感謝いたします。
　辺戸岬集中観測に参加された皆様、辺戸大気
観測ステーションの利用を快諾して頂いたばか
りか、様々な面からサポートをして頂いた国立
環境研究所の高見博士、琉球大学所有の奥の山
荘を、機材置き場として利用できるようご尽力
頂いた琉球大学の新垣先生や小池先生、ならび
にATOFMSの立ち上げにご助力くださった東京
ダイレック、海洋研工作室、植松グループの皆
様、どうもありがとうございました。それから
W-PASSの皆様、秋の全体会議でお会いしまし
ょう！

写真：辺戸岬に設置し観測中のエアロゾル飛行時
間質量分析装置（ATOFMS）

W-PASS



　本特定領域研究W-PASSは、平成19年度から新た
に公募研究12件を採択し、総勢80名を越える研究
グループとなりました。本年度はW-PASSに参加する
研究者間の研究の相互理解を深め、連携を図るた
め、全員合宿の形式をとり、2007年11月12-14日に
埼玉県越谷市のヘリテイジリゾートで行われました。
本特定領域研究評価委員、秋元肇、谷口旭、角皆
静男先生らを含む70名の参加を得て活発な議論が
交わされました。23題の口頭発表に加え20件以上
のポスター発表、研究項目ごとのグループ討議、夕
食後には、台風、長期変動、辺戸岬集中観測のテ
ーマごとに別れての自由討議を含め、早朝から深夜
近くまで、大気・海洋間をキーワードとして活発な議
論が交わされました。全日程終了後には評価委員と
項目代表者による総括班会議がもたれ
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会議報告

19年度の活動を総括し、今後の方向性が議論され
ました。
　平成19年度は、3つのワーキンググループの活動
が始まり、課題間の連携が深められたこと、得られた
成果のいくつかは当初の予想を超えた重要な成果
であること、辺戸岬の集中観測や大気・海洋研究者
の乗りわわせ航海の実施など、本特定領域の趣旨
に沿ったフィールドキャンペーンが計画・実施されて
いることなどから、本プロジェクトは順調に進行して
いると判断されました。
　最後になりますが、植松研究室の古賀さん、成田
さん、大学院生諸氏には会議の運営進行で大変お
世話になりました。記して感謝します。（津田敦）

第2回全体会議

　2008年1月21日東京大学・海洋研究所において、
同年3～4月に沖縄県辺戸岬で予定されているW-
PASS大気集中観測のための準備会合が開催され
た。この観測の目的は、アジア大陸から大気経由で
輸送される物質（特に窒素化合物）が海洋にどのよ
うな影響を与えているかを考えるための大気側の情
報を得ることである。W-PASS内の大気研究者が辺
戸岬観測ステーション（写真）に結集する。エアロゾ
ルの粒径分布・吸湿特性・化学組成やガス状・粒子
状窒素化合物などを測定する最新機器と共に大気
降下物捕集装置をステーションに持ち込む予定で
ある。
　ワークショップでは、環境研が運営する無人観測
ステーションの利用方法について高見氏から説明を
受けた。続いて個別の観測機器、搬出入予定等に
ついて話し合い、インテンシブな観測期間を3月15
日～4月15日と決定した。また、同期間中の3月25日
～4月5日には、辺戸岬上空を含む空域で航空機観
測が実施されることの紹介があった。これはW-PASS

と別のプロジェクトであるが、共通に関わるメンバー
も多いので、データの相互活用が期待できる。本観
測後にはすみやかにデータ検討会を開き、迅速な
論文発表を目指すことも合意された。実務を話し合
う会議であったが、W-PASS内最初の大気合同観測
に向けて、参加者の意気込みが感じられた。
（横内陽子）

辺戸岬集中観測準備会合

写真：辺戸岬観測ステーション（高見氏提供）

全体会議の集合写真（ヘリテイジリゾート）

写真：口頭発表を行う武田准教授
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　2008年3月12日，東京大学海洋研究所において「
W-PASS Eddy-Covariance Workshop」を開催した。
これはW-PASSの計画研究A-02-2班が中心となって
進めている、大気海洋間の微量気体成分を渦相関
法（Eddy-Covariance法）で測定することについて集
中的に議論するための国内では初めての研究会で
ある。
　陸面上での大気と地表面と間の熱や物質交換に
ついては渦相関法が世界的な標準手法になってお
りFluxnet（http://daac.ornl.gov/FLUXNET/）というグ
ローバルな組織が活動している。しかし、海洋上で
はこの渦相関法が適用されるケースは非常に限定
されている。この研究会では海面上での渦相関法
の普及のための紹介と，実際の観測・データ処理な
どにかかわるいくつかの問題点について議論するた
めの場として開催されたものである。当日は20名以
上という予想外に多くの参加者を得て、11題の話題
提供をもとに活発な議論が行われた。
　主催者である塚本から研究の歴史的背景や現状
の紹介があった後、船上での乱流計測器の相互比
較、渦相関法によるCO2・DMSフラックス、プロファイ
ル法・バルク法によるCO2フラックス測定、衛星観測
の海上検証など、11題のテーマで議論が進められ
た。今回は陸域で活発にCO2フラックス測定に取り

組んでいる研究者にも参加していただき、CO2乱流
変動計測に関わる問題が総合討論で取り上げられ
た。特に光学系の窓の汚れに伴う影響について、大
きな問題提起があった。
 ワークショップ終了後も、近くの懇親会場に場所を
移しておいしい料理やお酒を前にして、くつろいだ
雰囲気の中で議論や懇談が遅くまで続いた。会場
から懇親会までお世話になった，海洋研究所の植
松先生はじめ研究室の皆様に感謝します。
(塚本　修)

写真：船上に設置した渦相関法フラックス測定シ
ステムの一例

W-PASS

成果一覧

W-PASS Eddy-Covariance Workshop 

 本年度は公募研究班も加わり、J. Geophys. Res.誌
19報、Science誌1報など、多くの成果を発表すること
ができた。
　以下に本特定領域研究全体で主要紙に掲載され
た論文を表で示す。

Primbs, T., S.L. Simonich, D. Schmedding, G. 
Wilson, D. Jaffe, A. Takami, S. Kato, S. 
Hatakeyama and Y. Kajii, Atmospheric Outflow of 
Anthropogenic Semi-Volatile Organic Compounds 
from East Asia in Spring 2004. Environ. Sci. 
Technol. 41, 3551-3558, (2007)

Qi, B., Y. Kanaya, A. Takami, S. Hatakeyama, S. 
Kato, Y. Sadanaga, H. Tanimoto and Y. Kajii, 
Diurnal peroxy radical chemistry at a remote 
coastal site over the sea of Japan. J. Geophys. Res. 
112, D17306 doi:10.1029/2006JD008236, (2007).

Sadanaga, Y., S. Shibata, M. Hamana, N. Takenaka 
and H. Bandow, Weekday/weekend difference of 
ozone and its precursors in urban areas of Japan, 
focusing on nitrogen oxides and hydrocarbons. 
Atmos. Environ. 42, 4708-4723, (2008).

Suthawaree, J., S. Kato, A. Takami, S. Hatakeyama, 
H. Kadena, M. Togushi, N. Tomoyose, K. Yogi and 
Y. Kajii, Observation of ozone and carbon 
monoxide at Cape Hedo, Japan: Seasonal variation 
and influence of long-range transport. Atmos. 
Environ. 42, 2971-2981, (2008).

Atmos. Environ.
Deep-Sea Res., Part II, 
Environ. Sci. Technol .
Geochim. Cosmochim. Acta 
Geophys. Res. Lett. 
J. Geophys. Res. 
J. Oceanogr. 
Limnol. Oceanogr. 
Mar. Chem.
Science 
Tellus 
その他

  5
  4
  5
  3
  9
19
  9
  1
  3
  1
  2
64

表　W-PASS関連で発表された主要雑
誌における発表件数。
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Iwata, T., C. Watanabe and O. Tsukamoto, CO2 
Profile in the Lower Atmosphere and CO2 Flux by 
the Gradient Method, Abstracts of Surface Ocean 
CO2 Variability and Vulnerability Workshop, pp. 
58, Paris France, April, (2007)

Kamenarska, Z.. T. Taniguchi, N. Ohsawa, M. 
Hiraoka, N. Itoh, A vanadium-dependent 
bromoperoxidase in the marine red alga 
Kappaphycus alvarezii Doty displays clear 
substrate specificity, Phytochemistry 68, 1358-
1366, (2007)

Kondo, F. and O. Tsukamoto, Evaluation of web 
correction on CO2 flux by eddy covariance 
technique using open-path Gas analyzer over 
asphalt surface, J. Agricul. Meteorol. 64,1-
8,(2008)

Kondo, F. and O. Tsukamoto, Air-Sea CO2  Flux by 
Eddy Covariance Technique in the Equatorial 
Indian Ocean, Abstracts of Surface Ocean CO2 

Variability and Vulnerability Workshop, pp. 60, 
Paris France, April, (2007)

Ooki, A. and Y. Yokouchi, Development of a silicone 
membrane tube equilibrator for easuring partial 
pressures of volatile organic compounds in natural 
water, Environ. Sci. Technol., (in press)

Yokouchi, Y., T. Saito, C. Ishigaki, M. Aramoto, 
Identification of methyl chloride-emitting plants 
and atmospheric measurements on a subtropical 
island Chemosphere 69, 549-553, (2007) 

Takami, A., T. Miyoshi, A. Shimono, N. Kaneyasu, 
S. Kato, Y. Kajii and S. Hatakeyama, Transport of 
anthropogenic aerosols from Asia and subsequent 
chemical transformation. J. Geophys. Res. 112, 
D22S31 doi:10.1029/2006JD008120, (2007).

Takiguchi, Y., A. Takami, Y. Sadanaga, X. Lun, A. 
Shimizu, I. Matsui, N. Sugimoto, W. Wang, H. 
Bandow and S.Hatakeyama, Transport and 
transformation of total reactive nitrogen over the 
East China Sea. J. Geophys. Res. 113, D10306, 
doi10.1029/2007JD009462, (2008).

Tanimoto, H., N. Aoki, S. Inomata, J. Hirokawa and 
Y. Sadanaga, Development of a PTR-TOFMS 
instrument for real-time measurements of volatile 
organic compounds in air. Int. J. Mass Spectrom. 
263, 1-11, (2007).

To Thi, H., N. Pham Phuong, Y. Sadanaga, T. 
Kameda, N. Takenaka and H. Bandow, 
Comparison of particle-phase polycyclic aromatic 
hydrocarbons and their variability causes in the 
ambient air in Ho Chi Minh City, Vietnam and in 
Osaka, Japan, during 2005-2006. Sci. Total 
Environ. 382, 70-81, (2007).

Uno, I., M. Uematsu, Y. Hara, J.Y. He, T. Ohara, A. 
Mori, T. Kamaya, K. Murano, Y. Sadanaga and H. 
Bandow, Numerical study of the atmospheric input 
of anthropogenic total nitrate to the marginal seas 
in the Western North Pacific region. Geophys. Res. 
Lett. 34, L17817, doi:10.1029/2007GL030338, 
(2007).

Wang G., K. Kawamura, S. Hatakeyama, A. Takami 
and W. Wang, Aircraft Measurement of Organic 
Aerosols over China. Environ. Sci. Technol. 41, 
3115-3120, (2007).

Wang, W., L.F. Bao, H.J. Liu, X. Yue, J.H. Chen, H. 
Li, L.H. Ren, D.G. Tang, S. Hatakeyama and A. 
Takami, Vertical Profiles of Aerodynamic Size 
Distribution for Airborne Particles over Yangtze 
River Delta. Chin. Phys. 16, 2818-2820, (2007).

Zhang, Q., J.L. Jimenez, M.R. Canagaratna, J.D. 
Allan, H. Coe, I. Ulbrich, K. Dzepina, E. Dunlea, 
K. Docherty, P.F. DeCarlo, D. Salcedo, M.R. 
Alfarra, Y.L. Sun, T. Onasch, J.T. Jayne, A. 
Takami, T. Miyoshi, A. Shimono, S. Hatakeyama, 
N. Takegawa, Y. Kondo, J. Schneider, F. 
Drewnick, S. Weimer, K. Demerjian, P. Williams, 
K. Bower, A.M. Middlebrook, R. Bahreini, L. 
Cotrell, R. Griffin, J. Rautiainen and D.R. 
Worsnop, Oxygenated Species Dominate Organic 
Aerosols in Anthropogenically-Influenced 
Northern Hemisphere Mid-latitudes. Geophys. 
Res. Lett. 34, L13801 doi:10.1029/2007　
GL029979, (2007).
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Aggarwal, S. G., M. Mochida, Y. Kitamori, K. 
Kawamura, Chemical Closure Study on 
Hygroscopic Properties of Urban Aerosol Particles 
in Sapporo, Japan. Environ. Sci. Technol. 41, 
6920-6925, (2007)

Bendle, J., K. Kawamura, K. Yamazaki, and T. 
Niwai, Latitudinal distribution of terrestrial lipid 
biomarkers and n-alkane compound specific stable 
carbon isotope ratios in the atmosphere over the 
western Pacific and Southern Ocean. Geochim. 
Cosmochim. Acta, 71, 5934-5955, (2007)

Ho, K. F., J.J. Cao, S.C. Lee, K. Kawamura, R.J. 
Zhang, J.C. Chow, J.G. Watson, Dicarboxylic 
acids, ketocarboxylic acids and dicarbonyls in the 
urban atmosphere of China. J. Geophys. Res., 112, 
D22S27, doi:10.1029/2006JD008011, (2007)

Kato, S., T. Ui, M. Uematsu and Y. Kajii, Trace gas 
measurements over the northwest Pacific during 
the 2002 IOC cruise. Geochemistry, Geophysics, 
Geosystems 8, Q06M10, doi:10.1029/2006GC 
001241, (2007). 
河村公隆・植松光夫・畠山史郎、「エアロゾルの地
球化学」によせて、地球化学　41, 109-111, (2007)
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三浦和彦、海塩粒子の生成と化学・物理的性質
日本海水学会誌 61, 102-109, （2007）

Mochida, M., N. Umemoto, K. Kawamura, H. Lim, 
and B. J. Turpin, Bimodal size distributions of 
various organic acids and fatty acids in the marine 
atmosphere: Influence of anthropogenic aerosols, 
Asian dusts, and sea spray off the coast of East 
Asia, J. Geophys. Res. 112, D15209, doi:10.1029/ 
2006JD007773, (2007)

Matsumoto, K., K. Kawamura, M. Uchida and Y. 
Shibata, Radiocarbon content and stable carbon 
isotopic ratios of individual fatty acids in 
subsurface soil: Implication for selective microbial 
degradation and modification of soil organic 
matter. Geochem. J. 41, 483-492, (2007)

Nagano, K., H. Kojima and K. Miura, Development 
and evaluation of global radon transport model: 
Distribution of radon transit time and 
concentration over the Pacific, J. Atmos. Electr., 
27, 95-103, (2007)

成田 祥・植松光夫「海を越える大気汚染」特集
「海と大気汚染」, 日本海水学会誌 61(2), 95-
101, (2007).

Nishita, C., K. Osada, K. Matsunaga, Y. Iwasaka, 
Nucleation mode particles in up-slope valley 
winds at Mt. Norikura, Japan: implications for the 
vertical extent of new particle formation events in 
the lower troposphere, J. Geophys. Res. 113, 
D06202, doi:10.1029/2007JD009302, (2008)

Nishita, C., K. Osada, K. Matsunaga, Y. Iwasaka, 
Number-size distributions of free tropospheric 
aerosol particles at Mt. Norikura, Japan: effects of 
precipitation and air-mass transportation pathways, 
J. Geophys. Res., 112, doi: 10.1029/2006JD0079 
69, (2007)

奥沢和浩・持田陸宏・James Bendle・Haobo 
Wang・河村公隆、都市大気中の半揮発性ジカ
ルボニルとヒドロキシカルボニル化合物の日
変動、地球化学 41, 125-134, 2007.

長田和雄, 黄砂, 天気  54, 697-700, 8月,（2007）
Osada, K., Kido, M., Nishita, C., Matsunaga, K., 

Iwasaka, Y., Nagatani, M., Nakada, H., Temporal 
variation of water-soluble ions of free tropospheric 
aerosol particles over central Japan, Tellus 59B, 
742-754, (2007)

Patra, P. K., J.K. Moore, N. Mahowald, M. Uematsu, 
S.C. Doney and T. Nakazawa,  Exploring the 
sensitivity of interannual basin-scale air-sea CO2 
fluxes to variability in atmospheric dust deposition 
using ocean carbon cycle models and atmospheric 
CO2 inversions. J. Geophys. Res. 112, G02012, 
doi: 10.1029/2006JG000236, (2007) .

Seki, O., T. Nakatsuka, K. Kawamura, S. Saitoh and 
M. Wakatsuchi, Time-series sediment trap record 
of alkenones from the western Sea of Okhotsk, 
Mar. Chem. 104, 253-265, (2007)

河村公隆、「浮遊粒子状物質　a. 有機エアロゾル」（
3章1.10）、第5版実験化学講座20-2 環境化学（日
本化学会編）p.222-226, 丸善, (2007）

河村公隆, 航空機観測による中国上空エアロゾ
ル中の水溶性有機物の空間分布」(4章1.4.)、
エアロゾルの大気環境影響（笠原三紀夫・東
野達編）,京都大学出版会, p.127-136, (2007)

河村公隆, 「気候変動の記録」（1章1.2節）、地
球化学講座7「環境の地球化学」(蒲生俊敬編), 
p.14-24, 培風館,（2007）
河村公隆, 「炭素循環系」（2章2.2節）, 地球化
学講座7「環境の地球化学」 (蒲生俊敬編 ), 
p.50-69, 培風館,（2007）

Kawamura, K., M. Narukawa, S.-M. Li and L. A. 
Barrie, Size distributions of dicarboxylic acids and 
inorganic ions in atmospheric aerosols collected 
during polar sunrise in the Canadian High Arctic. 
J. Geophys. Res. 112, D10307, doi:10.1029/200 
6JD008244, (2007) 

Kanaya, Y., R. Cao, S. Kato, Y. Miyakawa, Y. Kajii, 
H. Tanimoto, Y. Yokouchi, M. Mochida, K. 
Kawamura, H. Akimoto, Chemistry of OH and 
HO2 radicals at Rishiri Island, Japan, in September 
2003: Missing daytime sink of HO2 and positive 
nighttime correlations with monoterpenes. J. 
Geophys. Res. 112, D11308, doi:10.1029/2006 
JD007987, (2007)

Kawakami, N., K. Osada, C. Nishita, M. Yabuki, H. 
Kobayashi, K. Hara, and M. Shiobara, Factors 
controlling sea salt modification and dry 
deposition of non-sea-salt components to the 
ocean, J. Geophys. Res., (in press)

Kuwata, M., Y. Kondo, M. Mochida, N. Takegawa, 
and K. Kawamura, Dependence of CCN activity 
on the amount of coating observed in Tokyo. J. 
Geophys. Res. 112, D11207, doi: 10.1029/2006 
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Li, L. and K. Osada, Preferential settling of elongated 
mineral dust particles in the atmosphere, Geophys. 
Res. Lett. 34, L17807, doi:10.1029/2007 
GL030262, (2007)

Li, L. and K. Osada, Water-insoluble particles in 
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遅れに遅れ、言い訳のできない状態で、さすがの植松代表の表情も険しくしてしましました。また、卒業した
はずの成田さんにもまたお世話になってしまい、面目ない。海洋研究所はこの半年トラブル続きで、周りを
見ても下を向きがちですが、W-PASSは巻頭言にもあるとおり、まさに収穫期を迎えつつあります。燃油の高
騰など航海に関係する研究分野では今後の進捗に影響があるかもしれませんが、良い成果を出し、本研
究分野の重要性をアピールできるようにしなければならないと決意を新たにしています。(AT)
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